
研修受講履歴記録システム及び教員研修プラットフォームについて                 

１ 背景 

 令和４年５月 教育公務員特例法及び教育職員免許法等の一部を改正する法律 

 令和４年 12 月 中央教育審議会 

        『令和の日本型教育』を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について 

         ～「新たな教師の学びの姿」の実現と、多様な専門性を有する質の高い教職員集団の

形成～（答申） 

 令和 5 年 4 月 教育公務員特例法改正（受講奨励が義務化） 

 

 

 

２ システム導入スケジュール 

 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

R05.12 月 

時点での 

スケジュール 

       

※R06.0２.06 時点で国からのマニュアル提示、システム操作研修情報なし 

教員は管理職との対話を通して自らの資質向上のために日常的・計画的に研修
を受講しなければならない。 

システム事前体験 

参画受付 

事前説明 

アカウント情報等のデータ移行受付（県→国） 

アカウント情報等のデータ移行実施（システム構築業者） 

システム操作研修等 

操作マニュアル

提示 

事前利用 



３ 令和６年度に向けた対応について 

(1) システム運用について 

  ・令和６年２月１日代表指導主事会議において、岩手教育委員会事務局学校企画調整担当より、現時 

点では令和６年４月運用開始予定であることを確認。 

  ・現時点では、操作マニュアル、システム操作研修等は２月中旬以降となる見込みであることを確

認。 

  ・状況が確認でき次第、導入に向けたタイムテーブルの提示を依頼。 

  ・４月運用が難しい場合のスケジュール調整等について依頼。 

(2) センターの対応 

・(1)により「令和６年度研修の手引き」等の編集が遅れることを連絡。 

・年度当初の研修申し込みについて、以下の手順を提案。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) その他 

システム導入に伴い、これまで運用した交流ネットは廃止。（教育委員会事務局との協議で決定済

み）これに伴い、各教育機関からの資料や案内の掲示場所はなくなるため、県立学校への情報提供は

desknet’s インフォメーションで、小・中・義務教育学校へはメールで通知する。 

履歴システム導入後は、コンテンツを含め資料提供が可能になるが、詳細は不明。 

 

 

１ 研修修申込（小・中・義・高・特） 
(1) 基本研修や特別研修の申込期間の延長 
・例年４月上旬（今年度は 4/11）としていた締切日を、令和６年４月 26日（金）に設定
する予定。ただし、研修の実施日がこれ以前のものや一部の研修講座は、令和６年４月
９日（火）、又は４月 12日（金）に締切日を設定する。 

・各締切日に該当する研修講座は、「令和６年度研修講座申込ナビ」でお知らせする。 
（2）システムから申込ができない場合の臨時措置 

(1)と申込締切が５月２日までになっている希望研修の申込は、システムから申込むも
のとするが、導入状況やシステムの不具合で申込ができない場合には、総合教育センタ
ーWebページ内特設サイトから、Microsoft Formsで申込む。 
ただし、Microsoft Formsで申込を行った場合は、システムには記録されない。後日、

各研修者（各学校）が、研修受講履歴記録システムに研修受講情報を入力する作業が必要
になる。 

 
２ 研修申込（幼・保・こ） 

幼稚園等に係る基本研修、特別研修、希望研修の申込は、システムによる申し込みができ
ないため、総合教育センターWebページ内特設サイトから Microsoft Formsで申込む。 

 
３ 各教育事務所及び幼児教育センターには、上記１、２の詳細を記載した「令和６年度研修
講座申込ナビ」を送付予定（当初案２月）。各公所は、管内教育委員会、各学校、園及び関係
課等へ送付する。 

 

 


